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vitro 系にて見出しているが、最近同分子のノックアウトマウスにおいて、in vivo 系でもスパイン成熟
に関わることを見出した。さらに、長期抑圧(LTD)をおこすと AMPA-R のエンドサイトーシスが阻害さ
れたことから、この分子が LTD のシナプス可塑性に関連し、AMPA-R の輸送を制御することが明らか
となった。 


























 我々は、 PIP3 と特異的に結合する PH 
(pleckstrin homology)domain を 持 つ LL5 β
(PHLDB2;pleckstrin homology-like domain, 



































の flox マウスを tnapCre 発現マウスとかけ合せる

































(5) LL5βが AMPA-R の輸送を制御することを見
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